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問
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アメリカシロヒトリのIIまl必II;j除をーー・・

水はつくられています大切に使いましょう・・・
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自~ど邑震が迫~
市
民
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
施
設
「
上
田
市
自

然
運
動
公
園
」
は
、
十
九
・
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
広
大
な
山
林
に
、
完
成
し
た
プ

ー
ル
ゾ
ー
ン
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
を
は
じ
め
、
今
年
度
か
ら
着
手
す

る
総
合
体
育
館
建
設
な
ど
、
五
十
六
年

度
完
成
を
目
指
し
て
事
業
い
か
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
、
五
月
十
八
日
師
、

二
内
向
田
吠
可
思
品
卯
八
ム
掴
凹
瑳
恐
叫
に
当
っ
て
、

えつ号一一一ー(官協!JAZZ)ー一一広報816 r 第
11 
'一-J ~、、
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ム

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
成
沢
定

平
さ
ん
の
胸
像
の
除
幕
式
と
、
五
十
四

年
度
事
業
と
し
て
完
成
し
た
運
動
広
場
、

遊
歩
道
、
子
供
の
広
場
の
完
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

£
引
p

こ
こ

1
1
l
 

運
動
広
場

・
遊
歩
道

な
ど
が
完
成

五
十
二
、
五
十
三
年
度
に
は
プ
|
ル

ゾ

l
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
-
周
二
百

織
の
犬
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

発
生
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

市
は
、
今
年
も
「
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
防
除
対
策
本
部
」
を
設
け
、
各
自 完成した子供の広場で遊ぶ子供たち

ヤ
/
 

四
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
メ
ー
ト
ル
の
流

水
プ
ー
ル
。
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

二
十
七
メ
ー
ト
ル
の
ス
ラ
イ
タ
ー
プ
ー

ル
。
児
童
用
徒
歩
プ
ー
ル
。
幼
児
プ
ー

ル
。
更
衣
室
、
監
視
塔
な
ど
が
あ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
管
理
棟
。

公
認
め
水
泳
競
技
大
会
も
聞
け
る
九
コ

ー
ス
五
十
メ
ー
ト
ル
競
泳
プ
ー
ル
な
ど

で
す
。
五
十
四
年
度
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
、
運
動
広
場
、
遊
歩
道
、

子
供
の
広
場
な
ど
が
完
成
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
は
、
よ

じ
登
っ
た
り
滑
っ
た
り
、
楽
し
み
な
が

ら
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
で
、
丸

太
ま
た
は
丸
太
と

ロ
ー
プ
を
組
み
合
せ

る
な
と
し
た
設
備
が
三
十
五
か
所
あ
り
、

順
序
よ
〈
一
ま
わ
り
で
き
る
よ
、
7
に
な

ら
い
自
治
会
ご
と
に
い
う
せ
い
撲
滅
テ

ー
を
決
め
て
、
市
民
総
参
加
の
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

④
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
撲
滅
の
コ
ソ

っ
て

い
ま
す
。

運
動
広
場
は
、
縦
九
十
メ
ー
ト
ル
、

横
百
十
五
メ
ー
ト
ル
の
広
場
で
、
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
球
技
が
楽
し
め
ま

す
。遊

歩
道
は
、
道
幅
二

・
四
メ
ー
ト
ル
、

総
延
長
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
家
族

連
れ
な
ど
で
山
々
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
の
ん
び
り
と
散
歩
で
き
る
気
軽
な

ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス
で
す
。

子
供
の
広
場
は
、
子
供
た
ち
が
自
由

に
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
で
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
動
物
や
遊
具
が
置
い
て
あ
り

ま
す
。

今
年
度
か
ら

総
合
体
育
館
建
設

子
供
を

運動広場、遊歩道、子供の広場の完成式

五
十
五
・
五
十
六
年
度
の
主
な
事
業

計
画
は
、
総
合
体
育
館
の
建
設
で
す
。

総
合
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
J

ト
と
鉄
骨
を
組
み
合
わ
せ
た
三
階
建
て

延
面
積
約
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物

で
、
バ
レ

l
、
パ
ス
ケ
y

ト
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど
の
球
技
が
楽
し
め

る
胞
設
で
す
。

五
十
一
年
度
か
ら
建
設
が
始
ま

っ
た

「
上
田
市
自
然
運
動
公
園
」
も
、
成
沢

定
平
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
あ
と
総
合
体
育

館
の
建
設
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
完
成
す
る
と
、
全
国

に
誇
れ
る
緑
と
水
の
自
然
運
動
公
園
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ま
す
。

第
そ
ん
な
な
か
て
、
五
月
十
八
日
側、

r

'

v

の
自
然
唖
運
動
公
関
建
設
に
当

っ
て、

816 1;-.. 
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五
十
二
、
五
十
三
年
度
に
は
フ
|
ル

ゾ
|
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

一
周
二
百

訪
れ
大
敵
ア
メ
リ
カ
ン

ロ
ヒ
ト
リ
の

党
生
時
期
か
近
勺
き
ま
し
た
。

ト山
は
、
今
年
も
「
ア

メ
リ
カ

ン
ロ
ヒ

ト
リ
防
除
対
策
本
部
を
設
け
、
各
門

的
主
、
川
d

申
市
，
附
f
d
B
さ
の
協
力
を
刊
で
、

村
制
的
に
撲
滅
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
辺
動
が
、
よ
り
効
果
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
防
除
活
動

の
参
巧
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①

一
化
期
の
発
生
は
、
今
ま
で
の
発
生

状
況
か
ら
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬

と
予
怨
さ
れ
、
七
月
上
中
旬
が
発
生
の

ヤ
マ
場
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

②
二
化
則
の
発
生
は
、
八
月
中
旬
か
ら

九
月
中
旬
と
予
相
心
さ
れ
、
八
月
下
旬
か

ら
九
月
中
旬
が
発
生
の
ヤ
7

場
と
な
り

±
?
し
ょ
、
つ
。

③
①
②
か
ら
訟
も
効
果
的
な
時
期
を
ね

~ 

.

.

 、

企
.
 

• 
:丞.. 

る
な
ど
し
た
設
備
が
三
十
五
か
所
あ
り、

順
序
よ
く

一
ま
わ
り
で
き
る
よ
う
に
な

ら
い
、
自
治
会
ご
と
に
いう
せ
い
撲
滅
デ

ー
を
決
め

て
、
市
民
総
参
加
の
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

④
ア
メ

リ
カ
ン

ロ
ヒ
ト
リ
伐
滅
の
コ
ツ

は
、
ま
す
一
化
期
に
お
け
る
早
期
発
見

で
す
。
発
見
次
第
、

焼
き
殺
す
か
踏
み

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
樹
木
密
集
地
や
防
除
の
手
遅
れ
な
ど

で
自
治
会
が
共
同
防
除
を
行
、
っ
場
合
に

限
リ
、
六
月
か
ら
防
除
機
と
薬
剤
を
無

料
て
貸
出
し
ま
す
。

貸
出
し
防
除
機
は
三
台
で
、
戦
ト
ラ

ッ
ク
塔
載
消
み
で
す
。

自
治
会
長
さ
ん
が
、
市
役
所
二
階
農

林
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑥
業
者
委
託
に
よ
る
有
料
薬
剤
散
布
は
、

昨
年
同
様
、
二
化
期
に
自
治
会
長
さ
ん

か
ら
の
申
込
み
に
よ
り
行
う
予
定
で
す
。

...._畠 也司圃・・圃園町，‘

こうならないうちに徹底防除を

子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

巣を見つけたら焼き殺すか踏みつぶす

毎
月
六
月
を
迎
え
る
と
、
子
供
の
水

の
事
故
が
増
、
え
は
じ
め
、
夏
休
み
を
含

む
六
月
か
ら
八
月
の
三
か
月
間
は
、
一

年
の
う
ち
で
も
水
に
よ
る
犠
牲
者
が
最

も
多
い
時
期
で
す
。

昨
年
は
、
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

海
や
川
、
池
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
り
行

方
不
明
に
な
っ
た
子
供
(
中
学
生
以
下
)

は
、
全
国
で
五
百
十
人
で
し
た
。

同
じ
時
期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な

っ

た
子
供
は
二
百
七
十
六
人
で
す
か
ら
、

水
の
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
交
通
事

故
の
は
ほ
二
杭
と
い
う
わ
け
で
す
。

年
齢
別
に
見
ま
す
と
、
五
町
十
人

の

犠
牲
者
の
半
数
、

二
百
五
十
五
人
が
就

学
前
の
幼
児
で
す
。

こ
の
う
ち
八
訓
近

い
二
行
三
人
が
、
川
や
池
な
ど
に

「
転

十
治
し
て
」
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

子
矢口供
つの
て遊
おび
き場
ま所
しを
よ

つ

こ
の
時
期
は
と
く
に
水
遊
び
を
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
説
円
段
か
ら
子
供
の

遊
び
場
所
を
知

っ
て
お
き
、
危
険
る
場

所
に
は
子
供
た
ち
だ
け
で
行
か
せ
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
配
慮
が

必
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
子
供
を
水
の
事
故
か
ら

守
る
た
め
、
と
く
に
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

V
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
堀
な

ど
が
危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、

mH
察
に
連
絡
す
る
か

所
有
者
や
管
理
者
に
伝
、
え
て
、
サ
ク
な

ど
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

V
と
く
に
雨
の
降

っ
た
後
な
ど
は
、
川

や
用
水
掘
の
水
位
が
上
が
り
危
険
で
す
。

子
供
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
討
を
つ
け

ま
し
ょ
、っ
。

V
水
辺
に
い
る
と
き
は
、
子
供
か
ら
円

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

v
f
供
だ
け
で
水
辺
で
遊
ん
で
い
る

の

を
見
か
け
た
ら
、
ひ
と
声
か
け
て
注
・立

し
、
も

っ
と
安
全
な
場
所
て
遊
ふ
よ
う

に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国
い
っ
せ
い
に
水
道
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

水
道
週
間
は
今
年
で
二
十
二
回
を
数
え
、
水
道
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
各
種
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
こ
の
週
間
中
、
水
道
事
業
に
日
ご

ろ
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
の
総
会
を
開
催
し
て
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
、
長
年
水
道
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
技
術

講
習
会
や
市
役
所
市
民
課
前
ロ
ビ
ー
で
、
水
道
関
係
の
写
真
、
図
表
展
な
ど
も

行
い
ま
す
。

えつLJ-一一一(2115AiEWJ)一一広報号~
l6 

く水道特集〉

卜

.m山
水
道
事
業
は
、
水
を
通
じ
て

山
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
支
え
る
た
め
に
、

「
世
高
」
「
清

浄
」

「
低
廉
」
を
三
つ
の
柱
に
し
て
逆

ム
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
曲
一
旦
官
田
」

安
定
し
た
水
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す

上
田
市
の
水
道
は
、
大
正
十
二
年
に

供
給
が
開
始
さ
れ
、
同
十
三
年
の
給
水

人
口
は
、
小
牧
水
道
と
ん
n
わ
せ
て
約
二

万
一
千
人
で
、
一
人
一
日
の
平
均
使
用

電
は
約
打
リ

ゾ
ト
ル
で
し
た
。
五
十
七

年
経
過
し
た
現

ιで
は
、
給
水
人

U
約

九
万
一
下
三
行
人
で
、

一
日

一
人
の
千

均
使
用
立
は
三
十
日
二
十
二
リ

ッ
ト
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

配
水
管
の
延
長
距
離
は
、
供
給
附
始

当
時
約
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ

た
も
の
が
、
現
在
で
は
約
三
百
四
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
水
需
要
に
刈
処

す
る
た
め
に
、
第
一
拡
張
事
業
か
ら
お

丘
次
拡
張
事
業
ま
で
実
施
し
て
地
誌
の

拡
充
を
し
、
安
定
し
た
水
を
皆
さ
ん
に

お
同
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

各
種
検「
行査清
つを
て;争
l' L 

ま
す

美
し
い
川
を

市
水
道
の
水
源
は
、
仲
川
、
下
山
川

な
ど
の
河
川
や
川
口
千
タ
ム
に
依
作
し
、

染
屋
浄
水
場
と
而
舟
浄
水
場
て
沈
て
ん

ろ
過
、
減
関
し
て
名
家
庭
な
ど
に
配
水

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
水
道
の
水
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
被
併
も
行

っ

て
い
ま
す
。

染
一周
浄
水
場
内
の
水
質
検
作
(
以
上
で
は
、

立
令
属
の
分
折
を
す
る
閉
山

f
悦
光
光
度

計
、
硝
階
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
無
機

物
を
分
折
す
る
分
光
光
度
計
、
制
閣
の

培
養
を
行
、
っ
川
一
品
器
な
ど
水
質
検
公
設

備
を
完
備
し
、
水
引
を
分
析
し
て
良
質

な
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
供
給
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

一
般
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」

の
水
を
保
取
し
て
、
よ
り
き
れ
い
な
水

を
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
水
町
検

査
も
行

っ
て
い
ま
す
。

整備が進む染屋浄水場

「

低

廉

」

効
率
的
な
経
営
に

努
め
て
い
ま
す

水
道
事
業
は
、
芯
託
、
ガ
ス
事
業
と

同
じ
公
位
が
業
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
水
道
料
金
て
が
業
を
行

い
、
日
常
生
前
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
水
道
料
金
の
低
廉
を
図
る

た
め
に
効
本
的
な
経
営
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
水
道
一
料
金
は
水
道
事
業
料
営
に

欠
く
こ
と
め
て
き
な
い
大
切
な
似
人
で

す
め

て
、

~r~納
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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美
し
い
川
を

取
り
も
ど
そ
う

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
議
は
、
人
間
環
境
の
保
全
と

改
善
を
世
界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
世
界
各
国
で
は
、
六
月
五
日
を
「
世
界
環
境

デ

l
」
と
し
、
わ
が
国
で
も
、
六
月
五
日
を
初
日
と
す
る
環
境
週
間
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
長
野
県
で
は
六
月
を
環
境
保
護
月
間
と
し
て
全
県

的
な
運
動
令
展
開
し
ま
す
。

上
田
市
で
は
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
下
表
の
よ

う
な
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

上
田
市
内
で
千
曲
川
に
流
出
す
る
河

川
は、

神
川
水
系
、

矢
出
沢
川
水
系、

浦
野
川
水
系
の
三
水
系
が
あ
り
、
生
活

環
境
課
で
は
、
毎
月
、
河
川
十
二
地
点

の
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
水
め
汚
れ
が
、
市
の

環
境
基
準
値
i
川
の
望
ま
し

い
基
準
ー

の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、

B

O

D

(生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
に
よ

り
比
較
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

下
図
の
と
お
り
で
す
。

神
川
は
、
上
田
市
に
よ

っ
て
重
要
な

河
川
で
あ
り
、
市
水
道
の
水
源
で
も
あ

り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
環
境
基
準
値

以
内
に
あ
り
、
比
較
的
良
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

市
内
の
中
心
を
流
れ
る
矢
出
沢
川
は
、

年
々
き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
環
境
基
準
を
上
ま
わ
り
、
改
善
い
か

望
ま
れ
ま
す
。
最
近
は
、
市
街
地
周
辺
の

住
宅
の
急
増
な
ど
に
よ
り
、

市
街
地
へ
流
れ
込
む
河
川
が

若
干
な
が
ら
汚
れ
て
き
ま
し

た
。千

曲
川
左
岸
の
浦
野
川
水

系
で
は
、
上
流
部
は
か
な
り

き
れ
い
で
す
が
、
産
川
や
湯

川
は
し
ば
し
ば
環
境
基
準
を

越
え
ま
す
。

こ
の
河
川
は
、

季
節
に
よ
っ
て
流
量
の
変
化

が
激
し
く
、
家
庭
の
雑
排
水

な
ど
の
UM
掛
川
が
受
け
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
を
流
れ
る
河
川
は、

昭
和
五
十
二
年
こ
ろ
ま
で
は

浄
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
煩
う
ち
の
状

況
で
す
。
美
し
い

川
を
取
り

も
ど
す
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
め
に
効
率
的
な
経
常
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
水
道
料
金
は
水
道
事
業
杭
常
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
収
入
て

す
め
て
、
完
納
に
ご
協
力
く
た
さ
い

環境保護月間の主な行事

期 間 千丁 事 名
一

6月5日 河川ノfトロール

6月6日 公害防止監視員研修会

6月11日 河川水質検査(12地点)一l
6月23日-26日 農業用水検査(28地点u
6月24日 し尿浄化そう水質検査」

6月25日 河川愛護推進会議

6 月中 環境保全ノマトロール

6月-9月 自動車排気カ竺塑主ー

市内河川の水質状況

くBOD年平均値の推移〉

ー・ー，ーー 上田市における環岐基準値

l昭和50年

2 昭和52年

3 昭和54年

1 2 3 

産川

(神畑)

1 2 3 

浦野川

(岡)

β16 

1 2 3 

矢出沢川

(諏訪部)

I 2 3 

神川

(伊努山)

~ 10 

0、
ε 

5 

3 

2 

)
o
o
a
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「
コ
イ
」
や
「
フ
ナ
」
が
生
息
で
き

川
削
る
き
れ
い
な
川
に
し
て
、
住
み
よ
い
環

n
u
 

問
…
問
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
自
治
会
を
は
じ
め

ね
山
迎
合
衛
生
推
進
協
議
会
、
河
川
愛
護

駒
山
会
、
公
害
防
止
監
視
員
の
皆
さ
ん
が
中

一
心
と
な
り
、
河
川
の
泊
婦
を
定
期
的
に

一
行
っ
て
い
ま
す
。

一
水
の
汚
れ
は
、
工
場
排
水
に
よ
る
も

号
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
汚
れ

の
半
分
以
上
は
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
が

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す。

市
街
地
に
下

水
道
が
布
設
さ
れ
、
普
及
が
進
む
に

つ

れ
、
年
J

回
の
放
流
さ
れ
た

「
コ
イ
レ

816 r 第

号~

んか

816 

ま

も
生
息
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

河
川
の
汚
れ
は
、
水
の
汚
濁
の
み
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
な
い
人
び
と
に
よ

る
タ
イ
ヤ
、
住
宅
の
廃
材
、
鉄
ク
ズ
な

ど
を
捨
て
る
不
法
投
棄
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
、
大
変
迷
惑

し
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

川
は
、
生
活
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
川
の
汚

れ
に
つ
い
て
も

っ
と
深
い
関
心
を
も
ち
、

お
互
い
に
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

お
宅
の
じ
ゃ
ぐ
ち
は
故
障
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

「
ポ
タ

ン
、
ボ
タ
ン」

と
落

ち
る
だ
け
で
も
長
い
間
に
は
、
か
な
り

の
水
量
に
な
り
、
水
道
料
金
に
加
算
さ

簡
易
浄
化
そ
う
を

定
期
的
に
清
掃
し
よ
う

家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
そ
う
の
設
置

に
よ

っ
て
、
浄
化
そ
う
を
通
過
し
た
水

は
、
汚
れ
が
半
分
以
下
に
減
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
浄
化
そ
う
の
清
掃

を
し
な
い
と
悪
臭
の
発
生
は
も
と
よ
り
、

せ
っ
か
く
た
ま

っ
た
汚
泥
が
流
れ
出
て
、

効
果
が
薄
ら
い
で
し
ま
い
ま
す
。

浄
化
そ
う
の
清
掃

は
、
最
低
二
か
月
に

一
回
、
で
き
た
ら
一

か
月
に
一
回
は
必
要

で
す
。
調
査
の
結
果

で
は
、
長
い
間
清
掃

を
し
て
い
な
い
簡
易

浄
化
そ
う
が
土
に
埋

っ
て
し
ま
い
、
清
掃

が
で
き
な
い
家
庭
な

ど
が
ま
れ
に
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
是
非

と
も
、
清
掃
を
実
施

し
て
河
川
の
汚
れ
を

な
く
し
ま
し
止
う
。

塩
田
地
区
な
ど
で

は
、
春
秋
の
衛
生
検

査
の
際
、
浄
化
そ
う

内
の
検
査
も
行
う
な

ど
、
地
域
く
る
み
で

浄
化
そ
う

の
清
掃
を

姪沢川を清掃する中央地区の皆さん

簡易浄化そうを上手に使う方法

h
r
 

「，
i
i
s
a
l
-
-
a
t』

ぷ
道
の
じ
ゃ
く
ち
か
ら
流
れ
る
水

の
単
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
聞
き
か
た
に

よ

っ
て
違

い
ま
す
が
「
ょ
う
じ
」
の

実
施
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
他

の
地
区
で
も
、
浄
化
そ
う
の
清
掃
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

清
掃
の
方
法
は
、
水
と
汚
泥
を
く
み

上
げ
、
庭
・
畑
な
ど
に
穴
を
掘
っ
て
埋

め
る
方
法
が
一
般
的
で
す
が
、
浄
化
そ

う
の
入
口
に
細
か
い
網
自
の
袋
(
玉
ね

玉ねぎの袋など
細かい自の袋

場洗

は
故
障
し
て
い
ま
せ
ん
か
、
少
し
で
も

流
れ
て
い
る
と
メ

ー
タ
ー
が
回
り
料
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゃ
ぐ
ち
を

ぎ
の
袋
な
ど
)
を
取
り
付
け
る
と
、
そ

れ
を
時
々
取
り
か
、
え
る
だ
け
で
簡
単
に

ゴ
ミ
が
除
か
れ
、
水
も
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。
取
り
上
げ
た
袋
の
中
味
(ご
み
)

は
、
穴
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
浄
化
そ
う
内
の
清
掃
は
、
年

四
回
く
ら
い
に
省
略
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

し
ト尿
223争
1ごイヒ

桑き
掃'
も
を

近
年
、
市
内
の
河
川
、
水
路
の
水
の

汚
れ
が
目
立
っ
て
お
り
、
そ
の
浄
化
対

策
か
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

各
種
の
調
査
か
ら
そ
の
汚
染
源
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
活
雑
排
水
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

し
尿
浄
化
そ
う
も
点
検
、
清
掃
を
完
全

に
行
わ
な
け
れ
ば
、
汚
染
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
し
尿
浄
化
そ
う
を
設
置
し
て

い
る
家
庭
は
、
維
持
管
理
組
合
に
加
入

し
て
、
水
質
検
査
と
清
掃
を
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

今
年
か
ら
検
査
が
義
務
づ
け

今
年
の
一
月
か
ら
は
、
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
て
、
一
般
家
庭
の
し
尿
浄
化

そ
う
の
法
定
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
回

保
健
所
環
境
衛
生
課
(含
@
1
2
6
0
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い。

で、る

I官は ノド
内大や
の変 I也
指な下
定量漏
E工にノド
ド事なの
l出 っ.y
iのではi協い}jま rfi
にす 全
ょ 。(本
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1
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れ
に
つ
い
て
も
っ
と
深
い
関
心
を
も
ち、

お
互
い

に
河
川
を
き
れ

い
に
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

の
と
々
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
汚
れ

の
半
分
以
上
は
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
が

係
凶
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
街
地
に
下

部
水
道
が
布
設
さ
れ
‘
普
及
が
進
む
に
つ

戸

礼
・
年
て
闘
の
政
赤
き
れ
た
「
コ
イ
』

査
の
際
、
浄
化
そ
う

内
の
検
査
も
行
う
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

浄
化
そ
う
の
清
掃
を

場

し
た
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
上
回

保
健
所
環
境
衛
生
課
(宮
@
1
2
6
0
)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

816 

洗

る
水
車、
地
下
漏
本
の
民
は
、
史

具
体
一

で
は
大
変
な
量
に
な

っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
指
定
工
事
腐
の
協
力
に
よ

り
、
漏
水
調
査
庇
が
漏
水
を
調
査
し

早
期
修
理
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
道

路
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
ら
至
急

水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(宮
⑫
四

一
O
O内
線
丘
-
e
e
ak

甘
線

②
O
八
-
二

)

お
宅
の
じ
ゃ
ぐ
ち
は
依
障
し
て
い

ま

せ
ん
か
。

「
ボ
タ

ン、

ホ
夕

、ノ
」
と
落

ち
る
だ
け
で
も
長
い
間
に
は
、
か
な
り

の
ル小
量
に
な
り
、
ぷ
道
料
金
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

こ
の
じ

ゃ
ぐ
ち
か
ら
の
水
漏
れ
は
ほ

と
ん
ど
が
「
パ
ッ

キ

ン
」
を
取
り
替
え

る
だ
け
で
な
お
り
ま
す
。

パ
ッ

キ

ン
は
、
水
道
局
で
無
料
で
お

分
け
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
簡
単

に
取
り
倖
え
で
き
ま
す
の
で
左
図
の
要

領
で
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

816号~

水漏れしていませんか

は
故
障
し
て
い

ま
せ
ん
か
、
少
し
で
も

流
れ
て

い

る

と

メ

タ

ー
が
回
り
料
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゃ
ぐ
ち
を

水
道
の
じ

ゃ
ぐ
ち
か
ら
流
れ
る
亦

の
比
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
開
き
か
た
に

よ

っ
て
違

い
ま
す
が

「
ょ
う
じ
」
の

〈パッキンを無料頒布)

お宅のじゃ ぐちは

ふ! (昭和27年12月22日1 日

1::"ー一一一-¥郷3積郷便物隠可，- -一一ーヨ1

じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

日
ド
ラ
ム
カ
ン
三
本

太
さ
ぐ
ら
い
の
水
が
流
れ
て
い
る
と

一
日
で
ド
ラ
ム
カ
ン

三
本
分
に
も
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」

た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
に
注
意
し
よ
う

水
道
の
じ

ゃ
ぐ
ち
以
外
か
ら
流
れ
出

J.t<道局業務課(庁舎西側別棟 2階)

電話22-4100 内線506・507 有線2一0831

@個人で水道料金を納めていただいている方に、電話料金、テレビ料

金などと同じようにあなたの預金口座から自動的に支払いできる口

座振替をおすすめします。

市内各銀行、信用金庫、信用組合、農協 なと。で取扱っていますので、

頒金通帳、印かん、水道料金納入通知書か領収書を持参し手続 きし

て く ださ ~' o

⑨引越してきたときや、 0 使用再開屈をしてください。

今まで使 っていない水 0電話でも結構ですから早めにお届けく

道を使用するとき 。 fミさい。

0入居された日から料金が計算 されます。

0目のつくところに 「使用中止中」の票

があり ますので、それによ って検針区

ヨード、使用者番号を確めてからお届

けください。

⑨引越して行くときや、 心廃止屈をしてください。

水道が不用にな って廃 0電話でも結構ですから早めにお届け く

止するとき 。 ださ い。

0届出のあった臼までの水道料金を現地

で精算いたします。

0 この手続きをしないとあとで入居さ れ

た人が迷惑し ます。

⑨使用者の名儀を変更す 1 0使用者名儀変更届をしてください。

るとき、とくに死亡さ 0印かん持参のうえ早めにお届けくだ さ

れた方の氏名を変更す p。

るとき。 0 水道料金は旧使用者の分も合せて新使

用者の負担 となります。
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(図参照)

①立上がりの下に付いている水抜せん(不凍せん)を

とめます。

②じゃロのせんを全聞にして、プライヤーなどでスピ

ン ドルカバーを左に回してはずします。

③コマの先きにあるナ

ットネジをはずし「ノマッ

キン」を取り替えます。

④スピンドルカバーを

元どおりにはめ込みま

す。

⑤水抜せ んを聞いてく

fごきし、。オq属hはとま

っています。
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水道のいろいろな届け出

届けていただくところ
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水道の新・増設・故障修理は水道指定工事庖ヘ

こ家・庭の電気温水器、ガス湯沸器、次陽熱温水滋なとを

取付ける場合、水道と器具との接続工事は市の指定工事出

でないと出来ませんので次の工事底へ 申込んでくだ さい。

工事 rg 名 fl: 所 屯 J孟
株式会社富島鉄工所 大子申 2Ji.-:l 2 -3 22-2655 
株式会社宮 ド キ且 踏 人 2rt:i 1 -17 22-0271 
合資会社石井設備工業 天神 2r El 3 -12 22-0302 
株式会社工藤商 会 大子 1r目10-11 22-0910 
1'i限会社団丸工務所 常盤城6r白11-13 22-3412 
f: 里子 設備株式会社 中央北2r日lー 20 22-8022 
有限会社大屋設備工業 大屋236-20 35-0217 
株式会社昭和設備工業 中央 2J目24-22 24-3911 

f基金V言 手11 常磐城 3r目13-17 22-0389 
管 E 中央5J目10-13 22-8091 

I苦 r尺設{浦工 業 住吉1577 24-2602 
丸 栄 設 1鵡 中央 5r目6-18 22-8967 
トキワギ ;J<:道工事!占 常童書城 6r目9-10 22-1343 
中 央設備工 業 常出 2r目22-32 22-2853 
岩 j頒 d宣 1鵡 林之郷331 22-3741 

株式会社川上商会 大子 2r目4-48 22-0858 

島国"立備工業有限会社 緑が丘3J目17-9 27-5558 
千曲電業株式会社 ~í1l人 2 r目18-26 27一九221
川凶設備工業所 小泉849-1 

一ー一一ー
春 j京建設株式会社 住吉1767

H本ガス水道株式会社 天神 4r目29-3 27-4434 

宵限会社真田設備 住吉689 22-0102 

晴 J取d方形635-2 24-3290 

回ノk 道工務所 秋和387-1 24-7612 

長有4有笠限限会会三社社1ーヲー竺域小よ休南ー設ガ些備ス主工設業主所到備1l団本I:IH主郷H旦叩笠豆9一E 一一ー

22-5518 

官三議千
22-5123 

38-2400 
二L 一 ロ生 i筒 秋平日882-3 24-6593 

」ヒ !長 J宣 i蒲 械が丘2T目6-21 24-1797 

片 中本 UFE L i諭 神畑909-7 
38-4050 
24-8231 

b直ι一一栄三二工 業 有限会社 中央東 lー 13 24-1256 

1: 己主 {椅 方出1040 24-0486 

株式会社 トーワ管工 住吉59-2 27-6249 

堀 ロ二EF1L f蒲 工 業 古里42-5 24-0521 

第 1種指定工事庖

ご
寄
付
お
礼

V
塩

沢

享

様

(
上
室
賀
)
三
百
円
入

金
の
貯
金
通
帳
百
十
二
冊
浦
里

・
室

賀
・
小
泉
小
学
校
の
新
入
生
に

V
上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

大
時
計
一
台
上
田
市
自
然
運
動
公
園

へ
、
焼
却
炉
一
基
報
恩
寮
へ

V
清
水
国
太
郎
様

(桜
台
)
絵
画
四
点

市
庁
舎
掲
額
用
と
し
て

V
富
士
銀
行
長
野
支
唐
様
、
安
田
火
災

海
上
長
野
支
庖
様
、
安
田
生
命
保
険
長

野
分
室
機
賞
色
い

ワ
ヅ
ペ
ン
千
九
百

枚

持

小
学
校
の
新
入
生
に
交
通
安
全

r 第 816

用
と
し
て

V
東
信
音
楽
文
化
協
会
様
二
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

V
土
屋
み
ゆ
き
様
(
岩
下
)
三
千
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

V
大
島
今
朝
人
梯

(南
天
神
町
)
四
千

三
百
四
十
大
同
社
会
福
祉
事
業
資
金

と
し
て

V
小

林

優

横

(黒
坪
)
、
平
林
文
雄

梯

(大
久
保
)
、
丸
山
三
奥
様

(生
塚
)

佐

藤

保

梯

(赤
坂
)、

田
中
八
千
代

様

(新
屋
)
、
穂

谷

潔

様

(
北
大
手
)

保
坂
一
雄
様

(北
天
神
町
)
日
本
画
一

点
市
庁
舎
掲
額
用
と
し
て

曹
大
崎
春
吉
様

(下
堀
)
六
千
二
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

V
成
沢
定
平
横

(豊
島
区
)
つ
つ
じ
五

十
本
上
田
市
自
然
運
動
公
園
へ

V
み
ど
り
の
会
犠

七

万

円

社

会

福

祉
事
業
資
金
と
し
て

V
下
形
淳
子
様
(
踏
入
)
五
十
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

V
有
限
会
社
橋
詰
工
務
唐
様
子
供
机

十
八
個
、
イ
ス
十
八
個
、
黒
板
二
枚

社
会
教
育
施
設
教
材
と
し
て

V
上
小
勤
労
者
福
祉
協
議
会
様
洋
ガ

サ
十

一

本

勤

労

者
厚
生
事
業
と
し
て

V
原

隆

一

機

(伊
勢
崎
市
)
ク
ジ
ャ

ク
一

つ
が
い

小
泉
小
学
校
へ

V
新
家
正
弘
機

(北
天
神
町
)
消
火
せ

E 事!苫名 f主 所 '這 ，i舌

1:出瓦斯株式会社 天神 4T目29-3 22-0454 

長崎!毛
商 l.ti 緑が丘 1r目22一27 22-1258 
商 l肖 国分522-1 23-2950 

株式会社千野高山 中央6r目16-8 27-3133 

.Itit. F人j 商 rb 中央西 1r目6-14 22-26日
株式会社武重商会 常出 2J目20-26 22-8456 

サンリン株式会社上国営業所 芳凶4439-1 35-2603 

中央工機産業株式会社 中央2r臼16-10 22-8600 I 

1: 1士lrti農業協同組合 大 f2n-43-3 22-8500 

|円マ「 キ ノ
月読 ZdスL 中央4r凶18-2 23-2720 

y尺 己主 f粛 k室賀1606 31-8256 

株式会社信菱空調設備 常磐城 3r日1-6 22-2747 
釘限会社青島タイル 御所356-3 24-6651 

LlI 本電気商 会別所温泉178 38-2123 

第2種指定工事庖
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梯
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事
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と
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と
し
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だ
き

ま
L
た
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厚
(
お
札
申
し
上
げ
ま
す
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第 1種指定工事府は、 ー般の給水L事を行います。

~; 2 種指定工事情は、ボ道に直続する湯沸器、 j品 ;J~ 日:十な ど

に付帯する部分のみの接続・修正壊1:

事を~i ~、ます。

…
国
民
年
金
積
立
金
…

…

還

元

融

資

で

…

…
火
葬
炉
が
新
型
炉
に
…

一
上
田
市
、
東
部
町
、

真
田
町
、

青
一

一
木
村
の
組
合
立
大
星
斎
場
で
は
、
火
一

附
葬
炉
を
三
益
、
汚
物
炉
を

一
法
改
造
e

一
し
、
こ
れ
に
よ
り
大
星
斎
場
の
炉
は
、
一

一
全
部
新
型
炉
に
な

9
ま
し
た
。

一

日

こ
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迷
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す
。
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-v
大
峰剛
春
吉
雄棉
(
下
堀
)
六
千
二
円

公
共
下
・
氷
道
の
普
及
で

き
れ
い
に
な
っ
た
市
街
地
河
川

だ(特集)ー(ER;縦純日)一一一一第

下
水
道
の
普
及
が
、
ど
の
よ
う
に
河

川
の
水
質
浄
化
に
役
立

っ
て

い
る
か
を

調
益
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
よ
り

下
水
道
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
市
街
地

河
川
の
水
質
調
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
市
街
地
を
流
れ
る
矢
出

沢
川
な
ど
中
小
河
川
の
十
二
地
点
に
つ

い
て
、
二
十
四
時
間
の
連
続
水
質
測
主

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
下
水
道
の

普
及
数
と
と
も
に
下
図
に
示
し
ま
し

た
。
水
質
は
、

B
O
D
負
荷
量
(
市

街
地
か
ら
流
れ
出
す
有
機
物
汚
濁
量

レし

の
総
量
)
で
表
わ
し
、
こ
れ
が
減
少
加
配

す
る
に
つ
れ
、
河
川
が
き
れ
い
に
な
い
む

っ
て
ゆ
く
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

一町

公
共
下
水
道
は
、
昭
和
四
十
七
年

齢

か
ら
使
用
開
始
と
な
り
、
使
用
戸
数

刊

は
五
十
四
年
四
月
、
三
千
戸
を
越
、ぇ

共公

ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
五
十

ど

四
年
の

B
O
D
負
荷
量
は
四
十
七
年
刊

の
約

M
に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は

時

工
場
な
ど
の
排
水
処
理
施
設
が
町
長
備

目

さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
が
、
主

に
公
共
下
水
道
の
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及
に
よ
り
、
河

川
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
も
の
と

与
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
公
共
下
水
道
は
、
河
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川
の
浄
化
に
大
き
く
役
立

って

い
ま
す
が
、

多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
た
め
、
急

速
に
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及
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せ
る
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と
は
困
難
で
す
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上
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で
は
、
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下
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排
水
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易
浄
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そ
う
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設
置
を
同
時
に
進
め
て
お
り
、
住
み

良
い
環
境
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

BOD負荷量

F水道使用戸数

ーーー・ー一一

一一。ーー
下
水
道
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用
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数
(
戸
)

3000 3000 B
O
D
負
荷
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/
μ
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間
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2000 

1000 
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54年

54年度の苦情件数は188件
7割が感覚的・心理的被害

53 52 51 50 49 48 昭和 47

信
号
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V
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名
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用
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て

以
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の
皆
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ら
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い
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だ
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厚
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お
礼
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上
げ
ま
す
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グラフ 1 苦情の種類~Ij分類
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八

O
%
余
り
と
、
水
俣
病
・

四
日
市
ぜ

ん
そ
く
な
ど
の
よ
う
に
市
民
の
健
康
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
問
題
は
な
い
か

わ
り
に
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
苦
情

が
多
い
状
況
で
し
た
。
地
域
的
に
は
、

西
部

・
東
部

・
神
川
地
区
か
ら
の
苦
情

が
多
く
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
工
場
・

畜
舎
な
ど
の
騒
音
・
悪
臭
の
発
生
源
に

住
宅
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
苦
情
め

件
数
が
多
い
よ
う
で
す
。

苦
情
に
よ
る
被
害
を
種
類
別
に
表
わ

し
た
の
が
、
グ
ラ
フ

2
で
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
感
覚
的
・

心
理
的
な
被
害
が

約
七
割
を
占
め
、
か
な
り
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
直
接
市
に
苦
情
と
し
て

ご
連
絡
い
た
だ
く
中
に

「隣
家
の
ピ
ア

ノ
の
音
、
犬
の
声
が
う
る
さ
い
」
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

ケ

l
ス
の
場
合
は
お
互
い
の

日
常
で
の

会
話
に
よ
り
、
解
決
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
み
良
い
生
活
環
境
を
守

こ
の
火
葬
炉
の
特
徴
は
、
に
お
い

e

…
や
煙
を
再
燃
炉
で
焼
却
す
る
の
で
、
…

…
無
煙
、
無
臭
な
こ
と
で
す
。

一

グラフ 2 被害の種類~IJ分類

っ
て
行
(
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
f
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
と
い
う
心
構

え
が
、
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

円
M

o
 p

 

-v
'
 

五
十
四
年

度
中
に
生
活

環
境
課
公
害

係
で
受
付
け

た
苦
情
の
総

数
は
百
八
十

八
件
で
し
た
。

こ
れ
は
五
十

三
年
度
の
受

付
数
二
百
二

十
三
件
よ
り

減
少
し
た
も

の
の
、
ま
だ

か
な
り
多
い

状
況
で
す
。

受
付
け
た
苦

情
の
大
部
分

は
、
そ
の
場

で
解
決
で
き

ま
し
た
が
、

中
に
は
現
在
ま
で
問
題
が
継
続
し
て
い

る
複
雑
な
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

苦
情
の
内
容
は
、
グ
ラ
フ

ー
の
よ
う

今
年
も
ア
サ
ガ
オ
で

大
気
汚
染
を
調
査

大
気
汚
染
を
知
る
簡
便
な
方
法
と
し

て
、
オ
キ
シ
ダ
ン

ト

(
自
動
車
の
排
気

ガ
ス
な
ど
が
太
陽
光
線
に
よ
り
有
害
物

質
に
変
化
し
た
も
の
)
に
敏
感
な
ア
サ

ガ
オ
の
一
種
を
用
い
た
大
気
汚
染
調
査

が
あ
り
ま
す
。

生
活
環
境
課
で
は
、
こ
の
ア
サ
ガ
オ

を
用
い
た
大
気
汚
染
調
査
を
、
本
年
度
も

七
月
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
行
う
予
定
で

す
。
調
査
場
所
は
、
市
役
所
南
側
の
花

壇
と
上
田
市
公
害
防
止
監
視
員
宅
の
合

計
三
十
八
地
点
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
五
十
四
年
度

は
三
十
八
調
査
地
点
中
、
十
五
地
点
に

被
害
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
に
よ
る
ア
サ
ガ
オ
の
被
害
は
、
そ
の

濃
度
が

0
・
0
8
P
P
M
を
上
ま
わ

っ

た
自
の
数
日
後
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
昨
年
は
、
固
め
環
境
基
準
で
あ
る

0

.
0
6
P
P
M
を
超
過
し
た
日
が
数
日

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
気
汚
染
の
環
境
基
準
物
質
は
、
オ

キ
シ
ダ
ン

ト
の
他
に
四
物
質
あ
り
ま
す

が
、
五
十
四
年
度
は
こ
の
四
物
質
に
つ

い
て
、
は
ぽ
良
好
の
結
果
で
し
た
。
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住
み
良
い
、
き
れ
い
な
環
境
の
中
で

生
活
し
た
い
|
|
こ
れ
は
、
市
民
だ
れ

も
が
念
願
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

屋
外
広
告
物
次
の
点
に
ご
注
意

市
で
は
「
環
境
保
全
基
本
条
例
」
を

つ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

得
て
、
市
の
責
務
、
事
業
者
の
責
務
、

市
民
の
責
務
な
ど
を
決
め
な
が
ら
、
良

好
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
に
「
屋
外
広
告
物

6

条
例
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、

別
美
観
風
致
を
維
持
し
、
公
衆
に
対
す
る

第
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
屋
外
広
告
物

，

に

つ
い
て
必
要
な
卓
・
4
m
f定
め
た
も
の

i5--816 
第

で
す
。市
で
は
、
広
告
物
の
整
備
に
対
す
る

指
導
と
、
美
観
や
清
潔
を
損
な
う
よ
う

な
状
態
に
あ
る
広
告
物
や
危
険
を
及
ほ

す
も
の
に
つ
い
て
は
、
勧
告
・
除
去
命

令
な
ど
を
し
て
、
き
れ
い
な
環
境
づ
く

り
に
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
出
す
る
人
も
危
険
防
止
の

義
務
が
あ
り
、
拙
が
す
る
場
合
は
社
会

通
念
上
、
所
有
者
の
承
諾
も
必
要
で
す
。

描
出
者
は
、
市
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

で
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
よ

う
特
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
き
地
の
所
有
者
は

白
同
士
土
問
問

F
H
前
笠
晶
慨
を
智

こ
の
よ
う
な
差
別
に
対
し
、
政
治
や

教
育
で
は
部
落
解
消
の
た
め
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
た
で
し
ょ
う
か。

ζ

ホ
知
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
は
、

諸

これからは雑草が伸びます。あき地の整備を………。

上
田
市
内
に
は
、
あ
き
地
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
こ
の
あ
き
地
が
周
囲
の
環
境

や
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

あ
き
地
に
雑
草
な
ど
が
生
、
え
る
と
、

周
囲
の
美
観
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

火
災
な
ど
の
災
害
や
不
法
投
棄
を
誘
発

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま

た

周

囲

の
耕
作
物
へ
も
大
き
な
被
害
を
与
、
え
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

「
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る
条

例
」
で
は
、
所
有
者
(
管
理
者
)
は
あ
き

地
へ
捨
て
ら
れ
た
廃
棄
物
を
除
去
し
、

雑
草
は
刈
リ
採
る
な
ど
し
で
、
住
民
の

生
活
環
境
を
守
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
整
備
が
さ
れ
て
い

な
い
あ
さ
地
の
所
有
者
へ
は
、
す
ぐ
に

箆
備
を
す
る
よ
う
勧
告
・
ム
思
官
を
行
い

ま
す
。

所
有
者
は
、
あ
き
地
盤
怖
を
自
主
的

に
行
い
、
住
民
の
生
活
環
岐
を
守
リ
、

み
ん
な
で
住
み
よ
い
上
田
市
を
つ
く
り

宇
4

ア
し
ょ

、7
。

惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち

の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
も
破
壊
す

る
結
果
に
な
り
ま
す
。
ご
み
の
投
げ
捨

て
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
不

法
投
棄
を
し
た
人
は
、
三
か
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金

と
い
う
、
重
い
罰
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

不
法
投
棄
の
防
止
に
は
、
建
設
省
を

は
じ
め
上
回
建
設
事
務
所
、
市
役
所
の

関
係
者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
随
時
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、
不
法
投
棄
な
ど

を
発
見
し
た
時
は
筈
察
署
へ
通
報
し
処

理
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、
ご
み
の
投

げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

(
入
選
標
語
)

わ
が
家
か
ら
出
す
ま
い

騒
音
・
ご
み
の
山

こ
の
標
語
は
、
昨
年
、
県
が
募
集
し

た
標
語
の
部
第
一
席
に
入
選
さ
れ
た
上

野
敏

一
さ
ん
(
下
汀
木
)の
作
品
で
す

こ
の
ほ
か
に
も
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
て
上

田
市
か
ら
三
名
の
トり
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
の
て
、
そ
の
作
品

(
γ
J

引
の
説
明
文

に
あ
る
学
年
は
、

五
十
四
年
度
で
す
)

を
抽
出
帆
し
ま
し
た
。

今
年
も
作
品
を
募
集

今
年
も
環
境
保
護
月
間
を
中
心
に
、

作
ロ
聞
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
数

さ
ん
か
、
心
や
肉
体
に
耐
、
え
ら
れ
る
い

よ
う
な
ぷ
別
が
あ

っ
た
時
は
黙
J

て
は

尚
一
し
ま
「
ウ
川
治
以
米
あ
る
い
は
そ

れ
以
前
か
ら
長
い

刊
行
し
い
戦
い

の
恒
史

や
め
よ
う

ご
み
の
投
げ
捨
て

道
路
、
川
、
山
林
な
ど
に
ご
み
を
捨

て
る
非
常
識
な
人
が
、
ま
だ
あ
と
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、

事
業
所
な
ど

か
ら
出
る
産
業
一
悦
楽
物
を
恰
て
る
と
い

っ
た
悪
質
主
場
合
も
あ
リ
ま
す
。

こ
、7
し
た
不
法
投
棄
は
、

他
人
に
迷

も
う
ひ
と
つ
大
切
な
こ
と
は
、
部
併

の
人
び
と
か
中
き
て
い
く
た
め
に
は
と

ん
る
枇
い
円
全
で
も
が
ま
ん
し
て
例
か

る
け
れ
は
な
ら
な
い
の
て
、
そ
れ
が
利

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
募
集
要
項
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

マ
上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
生
活
環
境

係

(

宮

@
1
2
6
0
)

マ
市
役
所
生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

(
宮

@

4
1
0
0
内
線

2
9
4
)

d

司
三
席
勅
使
川
原
明
子
さ
ん

上
田
市
立
西
塩
田
小
学
校
6
年

d

司
佳
作
堀
内

紀
子
さ
ん

上
田
市
立
第
五
中
学
校
2
年

』
司
佳
作
石
川

秀
樹
く
ん

上
田
市
立
西
温
田
小
学
校
6
年

こ
れ
は、

糾
抑
の
も
つ
古
'
自
殺
を
止
し

'k
剛
山
解
し
て
い
な
い
結
米
で
あ
り
、
世

間
て
は
、
ニ
の
糾
仰
を
-
つ
る
し

l
げ
L

あ
る
い
は
「
し
か
え
し
」
と
い
勺
た
か

、、.
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条
例
L

か
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
例
は

尖
鋭
風
防
棋
を
維
持
し
、
公
衆
に
対
す
る

危
苫
を
防
止
す
る
た
め
、
屋
外
広
告
物

・↑
4
a

い
て
必
要
な
長
，
煩
を
定
め
た
も
の

あ
き
地
の
所
有
者
は

自
主
的
に
整
備
を

ち
ま
せ

か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物
を
拾
て
る
と
い

っ
た
悪
質
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
不
法
投
棄
は
、
他
人
に
迷

今
年
も
環
境
保
護
月
間
を
中
心
に
、

作
口
聞
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
数

816 

う
特
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
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麗調

企 5月13日、米国やカナダの工作機械

販売会社などの社長夫妻80人が市内

の工作機械メー力一工場視察のため

市を訪れ、夫人たちが石井市長を表

敬訪問しました。

"'5月19目、中国の下水道関係技術者

5人が市を訪れ、市下水浄化センタ

ーを視察しました。

.. 
げア々 、

買" . ~1・血、
.舎さき m 

ニ
れ
は
、
糾
弾
の
も
つ
意
義
を
正
し

く
理
解
し
て
い
な
い
結
果
で
あ
リ
、
院

附
で
は
、
こ
の
糾
弾
を
「
つ
る
し
上
げ

」

あ
る
い
は
「
し
か
、
え
し
」
と
い

勺
た
か

た
ち
で
誤
解
し
て
い
る
人
が
相
当
に
い

る
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
糾

弾
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の
解
政
運

動
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
か
と
考
え

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
糾
弾
は
解
放
運
動
と
し
て

大
事
な
立
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
前

に
も
ち
ょ

っ
と
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

つ
つ
く

一一一宮山田、
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えつ
(8自制27年12)]22日1
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労
政
課
内
上
田
市
勤
労
者
互
助

会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
7
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山
は、

山
内
の
労
働
組
合
の
な
い
職

場
で
働
く
皆
さ
ん
の
悩
利
厚
生
を
増
進

さ
せ
よ
う
と
「
上
岡
市
勤
労
者
互
助
会
」

を
つ
く
り
、
皆
さ
ん
が
、
力
を
合
わ
せ

て
川
る
い

職
場
づ
く
り
と
生
活
の
安
定

を
凶

っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
半
業
主
の
皆
さ
ん

も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
事
業
所
ぐ
る

み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

資
格
・
:
山
内
に
事
業
所
が
あ

っ
て
、

労
働
組
作
の
な
い
工
局
、
商
応
、
病

作
院
な
と
の
幅
'
集
所
に
勤
め
て
い

命古

-伺J

ぅ
。
犬
き
さ
は
、
お
子
さ
ん
の
指
二
本

分
が
適
当
で
す
。
ま
た
、
硬
さ
は
、
あ

る
程
度
硬
く
て
腰
の
強
い
も
の
ほ
ど
よ

く
み
か
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

:桜の苗木100本が、 5月10日別所老人会の皆
iさん (写真).と5月12日分j所小児童の皆さ
，んにより、別所越戸線の道路ぞいに植えら
:れました。この苗木は、市から贈られたも
jのて、塩田平が一望できる場所に纏えられ
たため、将来はきっと桜の名所になること
:でしょう 。

る
皆
さ
ん
と
そ
の
事
業
主
。

入
会
手
続
き
-
-
-
入
会
同
に
入
会
金
百
円

を
添
え
て
、
上
回
勤
労
者
耐
祉
セ
ン

タ
ー
内
同
会
事
務
局
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

(
用
紙
は
同
事
務
局
に
あ

り
ま
す
)

費
・
:
毎
月
二
行
円
。

.6.. 

= 

貸
付
制
度
・
・
・
①
生
活
資
金
五
十
万
円
ま

で
(
無
担
保
)
、
信
用
保
証
料

0
・

七
二
%
は
全
額
補
助
し
ま
す
②
住
宅

資
金
一
千
万
円
ま
で

(
有
担
保

)
、

新
築
住
宅
に
限
り
、
市
県
か
ら
三
年

間
利
子
補
給
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
事
業
:
・
相
染
問
、
わ
し
ば
山
荘、

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル

・
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
、
上
回
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
の
無
料
利
用
券
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

市
町
村
共
済
組
合
「湖
泉
荘
」
「
場

香
里
荘
」
な
ど
の
保
養
地
設
宿
泊
利

用
者
に
、
大
人
千
円
、

小
人
五
百
円

の
補
助
を
し
ま
す
。

家
庭
用
医
薬
品
の
配
布
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
バ
ス
旅
行
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

共
済
事
業
・
左
表
の
と
お
り
で
す
。

'"""ー 共 j斉 1:11 給付古ii
炉F戸 ムE 員 150，00WJ 

死配偶者 60ρ00 

f 30，000 

t 親 10，000 

2等親までの同居家族火災による死亡 5，000 

全焼、全壊 200，000 

住ー般火災 半焼、半壊 100，000 

屯h 一部焼、一部壊 50，000 

災地炎、噴火に 全焼、全壊、流失 200，000 

書よる火災及び 半焼、半峻 100，000 

その他の災害 一昔11焼、一部壊、床上侵水 50，000 

廃 疾 50，000 

街休業1.4日以上 5，000 

休業30日以上 10，000 

病休業90日以上 15，000 

結 婚 15，000 

子の就学(小学校あるいは中学校へ入学時l回限 1)) 3，000 

退職慰労金(会員期間 3年以上) 3，000 

グ〕 出 生 5，000 

銅時祝(結婚15年) 3，000 

寿陶器婚祝(結婚20年) 4，000 

悦銀婚祝(結婚25年) 5，000 

]真.~婚祝(結婚30年) 6，000 

共 済金給付額表
が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

み
が
い
て
あ
げ
る
姿
勢
は
、
お
母
さ

ん
が
畳
な
ど
に
す
わ
り
、
ヒ
ザ
の
上
に

お
子
さ
ん
の
頭
を
の
せ
ま
す
。
こ
の
姿

掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

退
職
金
共
済
制
度
に

加
入
し
よ
う

労
政
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
7

市
で
は
、
退
職
金
制
度
が
な
い
中
小

企
業
に
、
従
業
員
の
働
き
が
い
が
あ
る

職
場
環
境
を
つ
く
り
、
雇
用
の
安
定
と

地
域
産
業
発
展
の
た
め
少
し
で
も
有
利

な
方
法
で
事
業
主
が
容
易
に
加
入
で
き

る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
退
職
金
共
済
制

度
の
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ

の
機
会
に
、
多
く
の
事
業
所
の
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
対
象
:
・
国
が
お
こ
な

っ
て

い
る
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
と

上
回
商
工
会
議
所
が
お
こ
な

っ
て
い

る
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
、
五
十

五
年
四
月
一
日
以
降
、
新
規
ま
た
は

追
加
加
入
し
た
事
業
所
。

補
助
率
・
・
・
加
入
し
た
月
か
ら
三
年
間
、

掛
金
の
二
O
%
(
一
人
月
額
六
百
円

限
度
)
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
時
期
:・

一
月

(
五
十
五
年
度
は
四

月
)
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
入
し
た

掛
金
に
つ
い
て
、
翌
年
一
月
二
十
日

ま
で
に
事
業
主
は
、
補
助
金
交
付
申

請
書
、
個
人
別
内
訳
書
に
共
済
手
帳

を
添
、
え
て
、
労
政
謀
に
提
出
し
て
く

だ
主
、
い
。

加
入
手
続
き

:
中
小
企
業
退
職
金
共
済

年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
て
、
昨
年
は
、

七
万
五
千
人
の
お
友
達
が
応
募
し
ま
し

た
。
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
か

ら
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
は
市
内
の
各
金
融
機
関
へ
、
特

定
退
職
金
共
済
制
度
は
上
回
商
工
会

議
所
へ
ど
う
ぞ
。

子
供
のむ
し
歯
予
防

子
供
の
歯
を
守
る
の
は
、
お
母
さ
ん

の
役
目
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

子
供
の
む
し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
は

二
本
用
意
し
よ
う

歯
ブ
ラ
シ
は
、
お
子
さ
ん
が
自
分
で

み
が
く
も
の
と
お
母
さ
ん
が
お
子
さ
ん

の
歯
を
み
が
い
て
あ
げ
る
も
の
と
、
二

本
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
用
の
歯
ブ
ラ
シ
は
か
ん

だ
り
し
て
す
ぐ
ダ
メ
に
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、
習
慣
づ
け
の
た
め
で
す
の
で
お

母
さ
ん
用
の
歯
ブ
ラ
シ
と
区
別
し
て
く

だ
長
」
い
。

お
母
さ
ん
は
少
な
く
と
も
、
お
子
さ

ん
が
小
学
校
に
入
る
こ
ろ
ま
で
は
、
歯

み
が
き
め
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

よ
J

。歯
ブ
ラ
シ
は
、
後
か
ら
見
て
毛
束
が

は
み
出
し
て
い
る
の
が
見
え
る
様
に
な

る
と
効
果
が
落
ち
、
歯
肉
を
傷
つ
け
ま

す
の
で
新
し
い
物
と
取
り
脅
え
ま
し
ょ
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み
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

資
格
:
・
市
内
に
小
業
所
が
あ

っ
て
、

労
働
組
ん
い
の
な
い
工
場
、
商
席
、
病

-
tp
院
な
ど
列
事
業
所
に
勤
め
て
い

さ

r 部816号、

7
.

大
き
さ
は
‘
お
子
さ
ん
の
指
二
本

分
が
適
当
て
す
。
ま
た
、
硬
さ
は
、
あ

る
程
度
硬
く
て
腹
め
強
い
も
の
ほ
ど
よ

く
み
が
く
こ
と
か
で
き
ま
す
。

が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
.

み
が
い
て
あ
げ
る
姿
勢
は
、
お
母
さ

ん
が
畳
な
ど
に
す
わ
り
、
ヒ
ザ
の
上
に

お
子
さ
ん
の
頭
を
の
せ
ま
す
。

こ
の
姿

勢
は
、
丁
度
、
歯
医
者
さ
ん
が
治
療
す

る
の
と
同
し
で
、
最
も
ロ
の
中
が
よ
く

見
え
る
姿
勢
で
す
。

み
が
い
て
あ
げ
る
箇
所
は
、
ま
ず
奥

歯
の
か
み
合
わ

せ
の
部
分
、
上
の
前
歯

の
歯
と
歯
の
閉
そ
し
て
歯
ぐ
き
の
さ
か

い
め
、

こ
の
三
か
所
を
中
心
に
み
が

い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

だ一一(賊縦割)一一一第

歯
み
が
き
の
習
慣
を

つ
け
さ
せ
よ
う

お
子
さ
ん
に
、
食
事
や
お
や
つ
の
後

歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
る
習
慣
を
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
お
母
さ
ん
は
、
一

日

一
回、

夜
寝
る
前
に
必
ず
お
子
さ
ん
の
歯
を
み

お母さんがみがし、てあげる
歯ブラシ

えつー(9)ー一一一昭和55年 6月1日 広報

2本目

歯ブラシは 2本、使いわけましょう 。

1本目

習慣づけのハブラシ

6
月
山
白
川
w
i
ロ
日
同

家
庭
用
計
量
器
を

無
料
診
断
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
3

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ
る
計
量
器
は

正
確
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
六
月
七
日
の
計
量
記
念
日

に
ち
な
ん
で
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
体

温
計
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
の
家

庭
用
計
量
器
の
無
料
精
度
診
断
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

ハ
カ
リ

に
振
動
を
与
、
え
な
い
よ
う
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

な
お
、
商
取
引
き
に
使
用
し
て
い
る

ハ
カ
リ
の
検
査
は
、

九
月
か
ら
実
施
す

る
定
期
検
査
で
行
い
ま
す
。

と

き

1
六
月
十
日

ωか
ら
十
二
日
附

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
。

と
-
-
ろ

1
市
役
所
西
側
別
棟
内
検
査
室

簡
易
保
険

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

郵
政
省
で
は
、
全
国
の
小

・
中
学
校

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
今
年
も
「
簡
易

保
険
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
は
、

昭
和
三
十
七

を
添
、
え
て
、
労
政
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
:
中
小
企
業
退
職
金
共
済

年
か
ら
毎
年
行

っ
て
い
て
、
昨
年
は
、

七
万
五
千
人
の
お
友
達
が
応
募
し
ま
し

た
。
応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
か

ら
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

1
小
学
校
五
l
六
年
生
、
中

学
校
一

l
三
年
生
。

作
品
題

1
①
課
題
「
簡
易
保
険
に
関
係

あ
る
も
の
」
②
自
由
題
。

字

数

l
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
。

締
め
切
り

l
六
月
三
十
日
間

あ
て
先

・
お
問
合
せ

l
お
近
く
の
郵
便

局
。

入
選
発
表

1
十
月
。
入
選
者
に
は
、
学

校
を
通
じ
て
通
知
し
、
賞
状
、
賞口聞

を
お
渡
し
し
ま
す
。

そ
の
他
M
M
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

自
然
運
動
公
園

市
営
プ
!
ル
の

監
視
員
を
募
集

体
育
課
施
設
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
7

資

格

l
健
康
で
水
泳
経
験

の
あ
る
三

十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
、
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間

1
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
。

日

給

1
三
千
三
百
円
。

人
員
・
期
間

1
若
干
名
、
約
三
か
月
問
。

必
要
書
類

l
自
筆
の
履
歴
書
、
写
真
添

付
の
こ
と
。

は
み
出
し
て
い
る
の
が
見
、える
様
に
な

る
と
効
果
が
落
ち
、
歯
肉
を
傷
つ
け
ま

す
の
で
新
し
い
物
と
取
り
替
、
え
ま
し
ょ

福|醇
祉|露込
用1I
電|己
話|罰

上
回
電
報
電
話
局
第
一
営
業
課

宮
⑫
4
0
0
0
(無
料
)

回
γ
ル
バ

l
ホ
ン
あ
ん
し
ん

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
が
、
毎
日

安
心
し
て
お
過
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
考
え
ら
れ
た
電
話
機
で
す
。

い
ざ
と

い
う
時
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
へ
ル
パ

ー

や
身
寄
り
の
方
に
急
を
知
ら
せ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
電
話
の
三
倍
の

音
で
相
手
の
声
が
聞
こ
、え
ま
す
。

工
事
費
:
・
二
千
円
。

使
用
料
・
・
・
月
額
三
千
五
百
円
。

道路が泣いています

スパイクタイヤを

はき替えよう.グ
今ごろになっても、スパイクタイヤで走行
する事が何台か見られます。こうしたドライ
ノ〈ーは、道路の破おlや騒音などの公害を考え
てみたことカ、あるのでしょうか。道路が泣い! ています。至急 普通タイヤにはき替えてく
fごさし、。
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(
問
月
三
十
日
現
伝
)

次
の
符
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
て
こ
め
い
耐
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

稲
他
府
キ
ヨ
ノ
さ
ん

紘
か
丘

一
丁
目

(新
屋
)

竹

内

勝

さ

ん

保

野

加
藤

正

こ

さ

ん

五

加

号一一一一(景?22E品23)一一一広報 えつ-月日 816 

〈らしを守るあなたの国民年金6月16日

口す
巧

i
内線284・有線②0711>(国保年金課国民年金係E⑫4100

⑧ 

七七八
六三四

神
原
庄
司
さ
ん

中
央
五
丁
目

(上
川
原
柳
町
)

市

井

庄

放

さ

ん

院

内

山

水

た

つ

子

さ

ん

伊

勢

山

掘

内

は

な

さ

ん

院

内

清

水

武

美

さ

ん

上

室

賀

鹿

田

寛

夫

さ

ん

院

内

浅
野
は
る
じ
さ
ん

中
央
一
丁
目

(本
町
)

坂

口

幸

代

さ

ん

桜

台

刷
角

和

雄

さ

ん

中

村

凶

一
男
さ
ん

中
央
三
丁
目

(原
町
)

手

塚

政

直

さ

ん

須

川

山

崎

雄

一

さ

ん

越

戸

工

藤

弥

重
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今回が最後のチャンス国民年金の特例納付

L、ま実施されている国民年金の特例納付の締め切りが

今月末にj自りました。

この制度は、国民年金に加入しなければならないのに、

国民年金にまだ加 入していなかった り、 保険料を滞・納し

て年金権を失っている人などについて、未納期間分を払

い込めば年金権が与えられるもので、今回が最後のチャ

ンスです。

保険料は、未納期間1か月について4，000円の宵IJで払い

込んでいただきます。

なお、明治44年 4月 1日以前に生まれた人やサラリー

マンの奥さんなど任意}Jn入の人は、この特例納付はでき

ません。
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